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◆◆◆ 巻 頭 言 ◆◆◆  

  もう一度夢をつなごう    

会長 秋山仁博 

ちょうど一年前、表題の「夢をつなごう」を本年度スローガ

ンにしてスタートを切らして頂いた事が、昨日のことの様に頭

に浮かびます。この巻頭言を書くのも最後で、何かホッとした

気持ちもありますが、心で思った真意が、言葉にすると半分

も伝わらず、それにもまして文章に書こうとすると、またその

半分も表現できず、会員皆様には、私の思いが伝わったで

しょうか？ 今、ゴールを目前にして、よく考えてみると、この

言葉には最終の到達点、ゴールが無いのです。 

なぜならば、前年度の荒川会長より引き継いだ思いを、次

年度の丹後会長に引き継いで戴き、それをまた別の会員に

と、永遠に引き継いでいかねばならない、エンドレスの活動

なのです。しかし「ドリーム・カム・トルー」というように、深い思

いを持ち、スピーディに行動し、ほんの僅かな一歩でも、前

に進もうと努力することで、将来必ずワイズメンの夢の実現の

成功に結びつく事を信じます。 

５月１４日には標あずさ部長の「アイリス評議会」も無事終

了。６月３～５日は、渡辺隆会員が東日本区の理事として、

年度当初からご苦労頂いた、長野の東日本区大会の開催と、

６月１１日開催の田中司郎会員が実行委員長をされている恒

例の「チャリティラン」のビッグ事業を実施するので、例会をこ

の２つの事業に振り替えて、会員諸兄に、参加と手伝いをお

願いしました。全員の協力で、両事業が成功裡に終了するこ

とを願ってやみません。また、甲府クラブの会員諸兄にとって、

今年度の忘れられない思い出となって欲しいと思います。 

最後に、この一年間、未熟な私に対しご指導ご協力頂い

た、武田書記さんをはじめクラブのスタッフの皆さま本当にあ

りがとう御座いました、心から御礼申し上ると共に、「もう一度、

夢をつなげて」くださいとお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

６月３日（金） 

・東日本区理事杯争奪ゴルフコンペ（10:00～） 

   ＜長野カントリークラブ＞ 

・東日本区役員会（15:00～）＜善光寺玄証院＞ 

・前夜祭（19:00～） ＜レストランさくら＞ 

６月４日（土） 

・登録受付（10:00～）＜若里市民文化ホール＞ 

・年次代議員会（10:30～） 

・メネットアワー、担当主事会等（10:30～） 

・オープニングセレモニー（12:45～） 

  歓迎の歌（長野少年少女合唱団） 

・バナーセレモニー（13:00～） 

・開会式（13:20～） 

  開会宣言、点鐘、聖書朗読、来賓挨拶等 

・東日本区アワー Ⅰ （14:00～） 

  理事年次報告、代議員会報告等 

・長野プレゼンツ「ワイズにひかれ 善光寺」 

  天台声明、善光寺絵解き等 

～～～ 会場移動 ～～～ 

・晩餐会 （19:00～） ＜ホテルメルパルク＞ 

・和歌山クラブと交流会（晩餐会終了後） 

６月５日（日） 

・早朝散歩（6:30～） 

・聖日礼拝（8:45～）＜若里市民文化ホール＞ 

・東日本区アワー Ⅱ （9:30～） 

  表彰式・理事役員引継・次期理事所信表明等 

・閉会式（11:30～） 

  御礼挨拶、ＹＭＣＡの歌、閉会点鐘 

第１９回 東日本区大会 

国 際 会 長 主 題：信念のあるミッション   Wichian Boonmapajorn（タイ） 

アジア地域会長主題：愛をもって奉仕をしよう  Edward K.W.Ong（シンガポール） 

東 日 本 区 理 事 主 題：原点に立って、未来へステップ     渡辺 隆（甲府） 

あ ず さ 部 長 主 題：ワイズメンとして一歩前進       標 克明（甲府） 

甲府クラブ会長主題：夢をつなごう             秋山仁博    

■今月のことば■ 

「おのおの善を行って隣人を喜ばせ、互いの向上に努めるべきです。」 

              ローマの信徒への手紙１５章２節        丹後佳代会員選 

  甲 府 ク ラ ブ 

2016 年 ６月 会報 
●今月の強調目標 

 評 価 
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５ 月 例 会 報 告 
５月１０日（火）、談露館にて例会が開催された。会長

から、通常の例会は今年度最後だが、まだ大きな仕事が

待っている、という挨拶があり、例会がスタートした。

今月のことばは、石原会員に代わり大澤会員が朗読、デ

ィナー後、神山玄太会員による、「空き家問題に集約され

る甲府の課題」と題された会員卓話が行われた。 

１９８２年生れの３３歳。甲府東高校から金沢大に進

学し、卒業後は早稲田大学の大学院で政治について学ぶ。

修士論文は「マニフェスト時代における政党マネジメン

ト」というもので、そこでのトレーニングが現在につな

がっている。その後ベンチャー企業に就職したが、リー

マンショックにより経営悪化、退職し、一時期フリーラ

ンスだったが、甲府市議会議員選挙に当選し、現在二期

目である。選挙は同級生とその親がずいぶん応援してく

れた。またグッドマニフェスト賞をいただき全国表彰さ

れた。市議として活動しているが、特に「得々三文会」

という勉強会は３００回を超え、他にも玄太庵など、市

民の皆さんと顔を合わせる機会を多く作っている。 

さて、甲府の空き家についてはまず実態を調査した。

甲府には固定資産税を支払っている７５０００棟の家が

あり、そのうち３１８０棟（４.２％）が空き家。地域別

にみると中心部では８％が空き家と、突出している。街

中の空洞化が進み、悪循環に陥るのは避けたい。個々の

家に対する対策では限界があるので行政でサポートして

空き家を減らしたい。活用されるようなインセンティブ

（あるいは活用しないことにディスインセンティブ）を

提案していきたい。 

 

会員としてはも

とより、市議会議

員としても若い神

山会員に大いに期

待する。 

その後、大沢Ｅ

ＭＣ委員より、「５

名の会員増の目標

は達成できなかっ

たが、次年度も会

員増を目指す」との報告があった。仙洞田会員・丹後会

員から東日本区大会への参加に関する連絡、渡辺徳之会

員から、チャリティランに関する連絡があった。 

 露木会員(ＹＭＣＡ主事)から、「熊本地震で、１３００

人の避難者が暮す益城町の運動公園は熊本ＹＭＣＡが指

定管理者として運営を行っている施設。全国のＹＭＣＡ

が支援し山梨からも３人が応援に行っている。ワイズメ

ンズクラブの協力もよろしく」とのお願いもあり、４万

円の募金が集まった。 

区理事ホームクラブ、あずさ部、甲府クラブの三つの

バナーを囲み、出席者全員で記念写真。（石川博） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

会 員 数 ３９名   例会出席  ２４名 

メネット    ３名    メーキャップ ２名 

出 席 率 ６７％   熊本地震募金 ４万円 

ニコニコボックス 累計 90,578 円 

（５月分 5,500 円 ４月分 10,807 円） 

５月のデータ 
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◎５月２４日(火）１８：３０～２０：３０  山梨ＹＭＣＡ 

◎出席者 秋山、丹後、済本、荒川、仙洞田、標、小倉、

大澤、丸茂、石川（博）、鶴田、仲澤、ピーター、武田、 

 田中（克）、渡辺（隆） ＜新旧合同＞ 

【報告事項】  

① ５月例会報告 → ２ページ参照 

② 東日本区大会について：準備が順調に進んでいるが、

長野クラブは人数が少ないので甲府クラブの全面的な

応援を必要としている。 

③ チャリティランについて：例年と会場が違い、日陰

がない、控室がない、当日ヴァンフォーレの試合があ

り午後１時に撤収するため昼食時間もないなど、様々

な問題点があるので、当日臨機応変に動こう。 

④ ７月のキックオフ例会：談露館で開く。浅羽あずさ

部部長の公式訪問が予定されている。 

⑤ ８月例会：野外例会の予定だが、第二火曜（９日）、

談露館を会場に、前年度の東日本区とあずさ部の執行

部への慰労会を兼ねる会にしたい。 

⑥ 富士山クリーン作戦について：今年は８月６日（土）

の日程が決まっているだけだが、参加の方向で。 

⑦ ふくろうキャンプへの支援を今年も行う。 

【協議事項】 

① ２０１６～１７年度の行事予定と予算、委員会計

画：各委員長からの報告を待って、次期会長がまとめ

る。各委員長は６月１５日までに送る。富士クラブと

の合同例会等の検

討は、東日本区大

会の際に打ち合わ

せる。 

② 長野大会の準備

への補助：何回も

長野に足を運んで

くださる会員への

補助のため補正予

算を組む。（石川） 

  

       今後の予定 

  ６月１１日（土） チャリティラン （小瀬・補助競技場）  

  8 時集合～１３時まで。簡易テントある方は持参。 

  ６月２８日（火） ６月役員会（山梨ＹＭＣＡ） 

  ７月１２日（火） ７月キックオフ例会(談露館) 

  ８月４日（木）～７日（日） 国際大会(台湾・台北) 

 

第３回あずさ部アイリス評議会 
５月１４日（土）、東京都下、高尾わくわくヴィレッ

ジにて３回目（標部長年度最後）のあずさ部評議会が行

われました。当日は、スポンサーである東京八王子クラ

ブの皆さんが丹精込めて育てられたアイリス（菖蒲の花）

が我々を出迎えてくれました。東京、山梨、長野の１１

クラブ、総勢６６名の参加者で、甲府クラブからは、秋

山会長、武田書記、渡辺隆、仙洞田安宏、二子石宣秀、

標克明部長、小倉恵一会計、小倉香苗メネット、荒川洋

一書記、荒川宏枝メネットの１０名の参加でした。 

３回目の評議会の内容としてはほとんどが次年度の案

件で部長は東京山手クラブの浅羽俊一郎氏、書記は東京

サンライズクラブの小山久恵氏、会計は東京山手クラブ

の尾内昌吉氏に決まりました。また浅羽次期部長の部長

主題は「あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ！」

というもので標部長の趣旨（会員一人一人が少しずつク

ラブの活性化に参画する）という方針を継承するものだ

そうです。また次年度の予算案、部会の日程、評議会の

日程、役員,次次年度部長も異議なく承認され、結果とし

て次年度は部会、３度の評議会とも東京で行われること

が決まりました。 

１年間、標部長の下、書記として他クラブの例会、部

会、評議会に参加してきたわけですが各クラブとも会員

数の減少、会員の高齢化等、同じ悩みを抱えているとい

うことが実感でき、貴重な経験をさせていただき、あり

がとうございました。     （荒川洋一） 

  

    ６月 Happy Birthday  

 

メ  ン 根津宏次(1 日)   神山玄太(2 日)   

     遠藤順彦(10 日)   石川 博(13 日)  

     石川和弘(17 日)  

メネット 渋江政江(5 日)     仙洞田克子(12 日) 

      内藤いづみ(ピーター)(6 日) 
 
Wedding  Anniversary は該当者なし 

  

  

 ５ 月 役 員 会 報 告   
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熊本支援の本岩姉弟コンサート 
５月２日夕刻、「熊本地震被災者支援」と銘打った「本岩姉

弟チャリティーコンサート」が、甲府駅北口まちづくり委員会

も共催して藤村記念館で開かれた。料金は無料だが、被災

者に対する義援金をお願い致します、とのこと（１００万２０００

円が集まり、被災者支援のために熊本県などに寄付されたと、

後日報告があった）。  

クラシック歌手本岩孝之氏（甲府在住）と、姉の本岩潤子

氏は、熊本県出身。同じ熊本県出身の初代山梨県知事、藤

村紫朗ゆかりの藤村記念館でのチャリティコンサートだ。  

狭い会場に観客が入りきらず、急きょ、同じプログラムを繰

り返すことに。まずは熊本地震の犠牲者に黙祷を捧げ、孝之

氏の荘厳な「カッチーニのアヴェマリア」で始まる。客席はち

ょっと緊張気味。孝之氏のしゃべりでやわらぐ。ロシア民謡の

「ともしび」、「帰れソレントへ」とバリトンで。ここで姉が登場し、

牧丘出身の大村主計が作詞した「花かげ」。観客席にはあた

たかい雰囲気が漂っている。伴奏・編曲担当の川西宏明の

ピアノソロでクラシック風「はなみずき」。 熊本出身の犬童球

渓作詞の「旅愁」をデュエットで。カウンターテナーすごい。ソ

プラノと同じ音域でしっかり歌っている。イギリス民謡の「灯台

守」、熊本県民謡「五木の子守歌」、「富士に寄せて～六根

清浄」と二人での歌唱が続く。  

最後は「故郷」だが、歌の前に孝之氏、感極まって一休み。

歌い終わってアンコールとなるところ、次の回も控えているた

め、「故郷」をみんなで歌ってお開きとなった。 （石川博） 

 

 

 

・５月 12 日(木) チャリティラン会場下見(小瀬) 

  武田・大澤・露木・丹後 

・５月 13 日(金) 区定款見直しワーキングチーム会合 

(四谷) 渡辺(隆)・小倉 

・５月 14 日(土) あずさ部アイリス評議会（八王子） 

［3ページ記事参照］ 

・５月 17 日(火) 長野区大会リハーサル(若里市民文化ホ

ール) 渡辺(隆)・武田・丹後・標・廣瀬・二子石・仙洞田 

・５月 21 日(土) 横浜つづきクラブ 10 周年記念例会 

(富士山ＹＭＣＡ) 仙洞田 

・５月 22 日(日) 東京多摩みなみワイズメンズクラブ 

設立総会(多摩市) 渡辺(隆) 

・５月 22 日(日) 長野区大会台本読み合わせ(玄証院) 

武田・仙洞田 

・５月 28 日(土) 石巻広域ワイズメンズクラブのチャー

ターナイト 渡辺（隆）・小倉夫妻 

・５月 29 日(日) 御殿場クラブ 30 周年記念例会 

(東山荘) 渡辺(隆) 

・５月 29 日(日) 長野区大会最終実行委員会(長野) 

渡辺(隆)・武田・丹後・標・二子石・仙洞田 

山梨ＹＭＣＡ定期総会 ＆ 

創立 70 周年記念祝会 
5 月 28 日（土）、午前 10 時より山梨ＹＭＣＡ青少年センタ

ーにおいて第１部総会・第２部山梨ＹＭＣＡ創立 70 周年記

念祝会が行われた。当クラブ仙洞田安宏さんの総合司会の

もと、第Ⅰ部は小島章弘牧師による礼拝「心を高く上げよう」

と題して力強いメッセージを頂いた。大澤英二新理事長の

「人は変わり世は変わったが、主に在る交わりをこれからも続

けて行きたい」との挨拶の後、2015 年度事業報告・会計報告。

2016 年度予算案・事業方針、事業計画など議事が滞りなく

進行された。その中で長年山梨ＹＭＣＡのために尽くされた

当クラブの石原祥平氏・鈴木健司氏のお二人が名誉理事と

して又、名誉会員として平原貞美氏が表彰をされた。 

第Ⅱ部は愛餐会。当クラブ田草川が司会進行。名誉理事

石原氏・鈴木健司氏のスピーチは長い間、山梨ＹＭＣＡのた

めに心を尽くし、精神を尽くされた事を深く感じた。又「ずっと

ＹＭＣＡ会員でありたい」と心に染み入るお言葉を頂いた。 

生き生きとした「山梨ＹＭＣＡ」を目指してと題して常議員

の野々垣健五氏に山梨ＹＭＣＡの将来計画を、プロジェクタ

ーを使って、短時間でわかりやすく語って頂いた。又、出席

者の中で当クラブ遠藤順彦氏は山梨ＹＭＣＡ会館の補修に

関わった時のお話などをして下さった。 

総会当日は、大澤祥子理事長婦人のお誕生日ということ

を聞き、ハッピーバースデイを歌い皆でお祝いした。山梨Ｙ

ＭＣＡに５１年もかかわって下さり、感謝であると同時にこれ

からもご夫妻が健康で山梨ＹＭＣＡを支えて下さるよう祈りた

い。愛餐会の食事等々は甲府２１ワイズとメネットの有志の

方々が総会のために早朝から心を込めて、サンドイッチ、い

なり寿司、から揚げ、エビフライ等々を作って下さった。感謝

である。その味はプロ以上に美味しく、心が温かくなった。讃

美歌をうたい総会は和やかなうちに閉会した。 （田草川）  

 

 「今月のことば」について   

自分の周囲の人たちに対して善を行い、互いに向上

することを期待しながら生きることで、私たちは人

としての役割を果たすことができるのです。 

（今月は朗読の機会がないため、丹後会員に紙上での解説

をお願いしました） 

東奔西走 

チャリティラン 
６月１１日(土)、小瀬・補助競技場にて 

８時集合～１３時解散（雨天決行） 

クラブの皆様の協力が必要です。 

 （例会出席の扱いになります） 


